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釧路炭田の中新統層序，とくにいわゆる直別累層に関する層序学的問題について

水野篤行＊　角靖夫＊　山ロ昇一＊＊
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　　　　　　　　　By
Atsuyuki　MIzuNo，Yasuo　SuMI＆Sh6ichi　YAMAGucHI

　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　The　MioceneAtsunaigroup　in　the：Kushiro　coal　Held　is　divided　into　three　fbrmations，

Tokomuro，Atsunai　and　Shiranuka　fbrmations　in　ascending　order．The　so－called（】hokubetsu

fbrmation　represents　the　particular　facies　type　of　the　lower　part　ofAtsunai　fbrmation，which

cQnsists　chiefly　ofhard　shale，and　then　we　use　the　name　as　the　faciesname，Chokubetsufacies．

The　Tokomuro　fbrmation　consists　of　hard　shale，mudstone　and　sandstone，and　the　Atsunai

fbrmation　consists　ofhard　shale，sandstone，diatomaceous　mudstone　and　tufぬceous　rocks．The

latter　exhibits　remarkable　horizontal　facies　and　thickness　changes・　The　stratigraphic

boundαry　of　the　Tokomuro　and　Atsunai　fbrmations　is　in　unconfbrmable　relationship　at　a

l翫rger　part　of　the　coa1丘eld，but　in　a　certain　area　it　is　in　confbrmable　rel＆tionship，where

the　part三cular　type　of　sandstone　c＆11ed　the　Ishiizawa　sandstone　member　is　thickly　developed

at　the　transitional　horizon．From　the　evidences　ofmolluscan　and　diatomfbssils，the　Tokomuro

｛brm＆tion　is翫ssigned　to　be　ofthe　so－called　Takinoue　horizon，and　the　Atsunai　fbrmation，at

least　its　lower　part　is　considered　to　be　of　the　Chikubetsu－Togeshita　horizon。At　last，the

stratigraphic　situation　ofD65η20吻伽c丘。痂π07reported丘om　Okkoppe－zawaarea　nearAtsunai

and　also　the　problem　conceming　Miocene　geologic　development　of　the　Kushiro　coa1五eld

are　briefly　discussed．

は　し　が　き

釧路炭田には古くから直別層あるいは直別累層とよば

れてきた硬質頁岩を主とする層がしられている。同層に

ついては古第三系とされたり中新統とされたりしてきた

が，最近では大体中新統と認められている。

　筆者らは，それぞれ，釧路炭田の雄別一阿寒地域，北

見・豊頃帯の中新統の検討をすすめてきたが，いわゆる

直別累層についての従来の考えかたに疑問をもち，炭田

全域の中新統の層序関係の明確化ということを目的とし

て，昭和38・39年両年にわたって，とくに南西部地域の

中新統の野外における層序学的検討，古生物学的検討を

おこなった。その結果についてはすでに略報したが（水

＊地質所
＊＊北海道支部

野ほか・1965）・ここにあらためて・くわしく報告する。

　この研究をすすめるにあたり，東京大学内尾高保博

士，地質調査所沢村孝之助博士にはそれぞれ有孔虫，珪

藻化石を検討していただいた。東京大学鎮西清高博士，

北海道大学魚住悟博士，東北大学増田孝一郎博士には貝

化石の一部について御意見をいただいた。また地質調査

所佐藤茂博士からは原稿に関して有益な御意見をいただ

いたり，とくに構造発達史に関する御討論をいただい

た。以上の方々に厚くお礼申しあげる。

1．序　論
釧路炭田の中央部一西部地域ては，主として白垂系お

よび古第三系が，たがいに並走あるいは雁行する，南北

ないし北々東一南々西方向のいくつかの複背斜・複向斜

をつくって分布している。これらをとりまいた形で，新
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A～1　複背・向斜帯名
A：国境複背斜帯．B：上茶路複向斜帯　C：尺別複背斜帯　D：雄別複背斜帯　E：音別複向斜帯　F：飽別摺曲
帯　G＝知茶布複向斜帯　H：阿寒複背斜帯　1：トマリベツ向斜帯

J’》U　河川名
J：浦椥ll　K：常室川　L：厚内川　M：直別川　N：キナシペツ沢　O＝尺別川　P：音別川　Q：和天別川
R：茶路川　S：庶路川　丁：阿寒川　U：舌辛川

レ》2G地名
1．稲牛2．本別　3．幾千世　4．常室　5．浦幌　6，上厚内　7．厚内　8．尺別　9．尺別炭山　10．音別　11．白糠　12・縫

別　13．二股　14．庶路　15．上庶路　16．滝ノ上　17．トマリベツ　18．阿寒　19．雄別　20．飽別

21《’28　地質略図凡例説明
21．洪積層（阿寒火山古期噴出物をふくむ）22．阿寒層群・十勝層群23．白糠累層　24．厚内累層　25．常室累層・川

上層群26．浦幌層群・音別層群27．白璽系28．先白璽系

第1図　釧路炭田中央一西部および西縁部地質略図（新第三系の分布に無関係の断層は大部分省略してある）
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釧路炭田の中新統層序， とくにいわゆる直別累層に関する層序学的問題について（水野・角・山口）

第三系が広く分布する。

　中新統は，第1図に示すように，地域南部では，幾千
せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あつない　　　　　　ちよくべつ

世を流れる下頃辺川流域から東方，厚内をへて，直別川
　おんべっ　　　　　　　　しらぬか

・音別川流域，白糠付近にかけて帯状に分布する。その
　　　　　しよろ北東方では，庶路川下流域から阿寒川下流域にのびる中
　　　　　　　　しだから新統がみられるほか，舌辛川流域，阿寒川中流域にもそ

れぞれ独立して分布する中新統が分布する。さらに，炭
　　　　　　　　　　　　　　かみちやろ田主部をつくる古第三系域のなかに，上茶路地域に中新

統が孤立して分布している。以上が釧路炭田プロパーに

おける中新統の分布である。

　そのほかに，炭田西縁部と一般にいわれる浦幌川上流
　　　　あしよろ
域から北方足寄川支流の上流域にかけて南北に幅せまく

分布する中新統がある。これについては，本論では主題

外とし，以下釧路炭田プロパーの地域の中新統を主題と

する。そして，便宜的に，幾千世付近より音別川付近ま

でを南西部地域，それ以東，茶路川下流をへて阿寒川下

流域までを南東部地域とよび，舌辛川一阿寒川中流域を

東部地域，上茶路付近のものを上茶路地域とよぶことに

する。

　南西部地域の中新統は，主として，白垂系と古第三系

からなる国境・上茶路・尺別・音別，諸背・向斜帯の延

長部に位置し，ほぼそれらの構造と調和した形の構造・

分布を示す。いっぽう，東部地域では，中新統は主構造

　（雄別複背斜帯と音別複向斜帯・阿寒複背斜帯）とは非

調和的な構造単元（知茶布複向斜帯と鉋別摺曲帯）をつ

くっている。上茶路地域では，中新統は，上茶路複向斜

帯の軸部に，古第三系とほぼ調和した構造をもって分布

する。

　中新統注1〉は，全域的に，古第三系注1）の上に不整合

関係で重なる。一部では両者は明らかに斜交関係である

が，大局的には，平行不整合に近い関係にある。古第三

系をきる断層は新第三系をもきっていることが多い。し

かし，なかには明らかに中新統によっておおわれている

と考えられる断層も存在する。

　さて，中新統については，佐々保雄が総括をおこなっ

た後（目本石炭協会北海道支部，1953），地質調査所・北

海道地下資源調査所による5万分の1地質図作成をはじ

めとする多くの調査研究がすすんだ。その結果，各地区

ごとの新第三系の層序，構造の詳細が明らかにされたい

っぽうでは，とくに中新統内の対比・層序関係について

問題がいくつか生じた。

いく　ち

注1）従来一般に古第三系と考えられている音別層群の上部（縫別累層）
　　は中新統に属する可能性が非常に強い（MIZUNO，196桑）。しかし
　　これは地史的には，それ以下の古第三系と一連の性格を有するの
　　で，本論文では，これをr中新統」から除外して，古第三系とし
　　てあつかうことにする。

　　　　　　とこむろ
はじめ，音別一常室地域で中新統に対して厚内層群の

名称が提案され，そのなかに，下位から，整合関係に重

なる3累層，直別・厚内・白糠3累層が区分された（棚

井，1957：織田ほか，1959）。雄別地域では，中新統の

なかに，斜交不整合の存在が推定され，上位層は厚内層
　　　　　　　ふぷしない群とされ，下位層は布伏内累層とよばれた（水野・百石，

1960）。上茶路地域では，従来の古第三系の一部が中新

統とされ，上茶路累層とよばれて，布伏内累層に対比さ

れた（佐藤ほか，1961）。水野ほか（1960）は・これら

にもとづいて，釧路炭田の中新統を上茶路・厚内両層群

にわけることを提案した。いっぽう，棚井（1961）は，

「中新統内の岩相のひんぱんな水平的変化」という点か

ら，中新統内の不整合の存在および2つの層準の識別に

対して強い疑問を表明している。

　中新統に関して，以上のような見解の不一致があるほ

か，中新統と鮮新統との層序関係についても若干の問題

が残されている現状である。

　本論文では，以下，中新統層序に関する筆者らの結

論，中新統内部の不整合関係の検討，古生物の面からの

考察，中新統に関する若干の問題の順でのべる。

2．釧路炭田の中新統の層序，各累層のあらまし

　2．1　中新統の層序区分に関する筆者らの結論

　釧路炭田の中新統は，各分布地域ごとに，かなりその

層序，内容を異にしている。しかしながら，大局的には

全域を通じて共通性があり，第1表に示すように，区分

するのが適当であるという結論に達し之。すなわち・中

新統を厚内層群とし，標準層序としては，これを，下位

から，常室・厚内・白糠3累層に区分する。これらはそ

れぞれ一部整合，一部不整合の関係にある。従来の直別

累層は，中新統であることは疑う余地がないが，下半部

を常室累層に，上半部を従来の厚内累層とともに，厚内

累層（新しく定義された）に属させる。常室・厚内両累

層は大部分の地域で不整合関係であり，後者が古第三系

の上にオーバーラップする地域もある。両者が整合関係

にある地域には，石井沢砂岩層とよぶ砂岩が顕著に発達

する。ここでは便宜的に同砂岩層の下限を厚内累層の下

限とする。厚内累層の下部には硬質頁岩が発達するとこ

ろが多い。南西部地域においてこの硬質頁岩を主とする

部分を直別相として，r直別」の名称を残した注2）。

　従来，炭田の諸地域において，中新統に関していくつ

かの地層名があたえられている。今後，東部地域・上茶

注2）　r直別累層」の模式地である直別川の硬質頁岩は再定義された厚
　　内累層に含まれるものである。常室累層のかわりに直別累層を用
　　いることは将来，さらに混乱を招く原因となり不適当である。
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第1表釧路炭田新第三系の層序区分（北見地域との対比関係）

道東他地域との対比
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第2表南西部地域での常室累層の標式的層序

100～180m厚

30～100m厚

20～80m厚
30～120m厚

縫別縫層
路地域それぞれの布伏内累層・上茶路累層はいずれも常

室累層の名称によって代表させられる。また，東部地域
とのきた　　ちちやつぷ

の殿来・知茶布両累層はあわせて厚内累層とよばれ，両

者は相名として，直別相・厚内相に対応する殿来相・知

茶布相として用いられる。南西部地域西部の幾千世・十

弗両累層はそれぞれ，厚内累層一部，白糠累層としてと

りあつかわれる。白糠累層は，従来の白糠累層とほぼ同

一内容である。

以上のなかで，とくに，常室累層と厚内累層の区分

は，単なる地層区分と命名の問題ということではなく，

釧路炭田における中新世の地質構造発達史の上に大きな

意義を有するものである。すなわち，両累層の時代はそ

れぞれ，異なる古地理・堆積条件にあり，また古生物群

という点でも，様相を異にしている。この相違は炭田地

域だけでなく，道東地方に一般的に認められるように思

われる。

2．2常室累層
常室累層は南西部地域，東部地域，上茶路地域に分布

し，南東部地域には欠けている。分布地域のなかでは，

もっとも発達のよいのは南西部地域であり，厚内西方の

石井沢上流・炭山川支流，常室川下流の左岸支流などに

もっとも模式的な層序がみられる。

常室累層は縫別累層の上位に不整合関係で重なり，そ

の基底は一般に比較的平担である。上位では，本累層は

厚内累層によって不整合あるいは整合関係でおおわれて

いる。厚さは最大450mに達し，全域的に泥質堆積物，

とくに比較的軟質の泥岩によって特徴づけられている。

そのほか・硬質頁岩・珪藻質泥岩もあるが・量的には少

ない。凝灰質物は全体として比較的少ない。安山岩質・

石英安山岩質である。本累層の上部では，どの地域でも

砂岩岩脈の発達がみられる。

南西部地域：常室累層は標式的には第1表のような層

序を示すが，水平的に変化し，中部砂岩相は常室付近以

酉では薄失する。またここでは下部硬質頁岩相も10mの

厚さとなり，その結果，泥岩相が主体をつくっている。

基底砂岩相は・最下部のわずかの礫質部をのぞいて

は・中一細粒砂岩からなり・安山岩質の火砕物質をかな

り含んでいる。一般に塊状だが，わずかに板状となるこ

とがある。ごくまれに漁6徽伽・窺・伽廊が含まれる。

下部硬質頁岩相は，5～20㎝ごとに層理面をもつ板状

の泥質硬質頁岩を主体とする。

　中部砂岩相は，一般に板状でかたい細粒砂岩からな

り，安山岩質の火砕物質を多量に含む。

泥岩相は・全体としては・下半では塊状の比較的軟質

の泥岩からなるが，上半では泥質の微粒一細粒砂岩にと

む。また最上部では板状の硬質頁岩が発達するところが

ある。全体を通じて，白色の凝灰岩薄層をはさむが，と

くに最上部に近くはさまれるものは顕著である。一部の
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釧路炭田の中新統層序，とくにいわゆる直別累層に関する層序学的間題について（水野・角・山口）

地域では，泥岩相全体あるいはその一部が塊状の珪藻質

泥岩におきかえられている。泥岩相の大部分からは普遍

的に貝化石を産し，とくに微粒砂岩部にはMαω徽が密

着して化石層をつくっている。おもな化石は次のもので

ある。　（詳細については第3表および窺傭27参照）

　酒4i63α伽ク655・6励，M痂6α6Z・απα，ル解6あα加酪，

　Po吻励α渉oん珈α9α2勿αsα綴碗ηθ伽74伽665伽加∫5，

　7肋5癩房56吻，L％6∫η0脚0磁α∫，Mα60窺α6α16α76α，ハ4・

　曜吻，P6吻Jo窺αクo勿佛α∫

　上茶路地域：常室累層は，大部分泥岩からなるが，基

底および最上部に砂岩がある。基底部の砂岩は20m厚前

後で凝灰質である。主体をつくる泥岩は200m前後で，

南西部地域の泥岩相とほぼ同様な岩相を示すが，しばし

ば層理がよく発達して板状，硬質頁岩状となる。このよ

うな相はとくに中下部に多い。最上部の砂岩は細粒で，

40m厚に達する。泥岩および最上部の砂岩には貝化石が

含まれ，その主なものは次のとおりである。

　距瞬θIJα5－h吻露，瀬αll6痂吻傭，地6ぬnα仰nぬ，

　駕伽5α9漁吻，P・7ぬ漉α≠・ん耽αμh妙α5αんα∫，孟・吻

　6κ∫痂α，碗nθ7加7伽の65吻勉職加6∫πo脚oオ磁α乞

　東部地域：常室累層のほぼ全体が，南西部地域の泥岩

相をつくる比較的軟質の泥岩からなる。南端部（阿寒北

西方）では300mの厚さをもつが，北方へむかって，厚

内累層によって斜交不整合関係でおおわれるために次第

にうすくなり，雄別南方では薄失する。さらに北方で

（飽別北方）ふたたびあらわれる。基底には約10㎝厚の

礫岩，その上位に10～20m厚の緑色の凝灰質細粒砂岩が

重なる。これは南西部地域の基底砂岩相に相当するもの

である。主体をつくる泥岩相のなかには諸所に径数10㎝

の大きなノジュールが含まれる。白色凝灰岩薄層もしば

しばはさまれるが，これらのなかのやや厚いものは追跡

可能である。とくに中上部に含まれるものは鍵層として

役立つ。泥岩の一部は硬質頁岩状となる。泥岩中には貝

化石がわずかに含まれ，その代表的なものはP・π勧伽

孟oん観α9漉h砂α5αん厩である。

　2．3厚内累層
　従来の厚内累層を再定義したものである。棚井（1957，

1961）の直別累層中部層，同上部層，厚内累層をあわせ

たもの，水野・百石（1960），水野ら（1963）の厚内層群

に相当する。南西部・南東部・東部地方に発達し，上茶

路地域には分布しない。もっとも標式的な柱状・岩相が

みられるのは，厚内西方の石井沢中下流域から南西方の

海岸にかけての地域，尺別炭鉱付近，知茶布川などであ

る。

　厚内累層は，常室累層発達地域では，同累層の上位に

　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　14
凹15　　下
Lム」16　　　　　P・

國17　　　　＼’・　皿
Eヨ18　　r2　　　　　　　　　　　　S

囲19
匿ヨ2・　　　　P劃、S
匪璽21

題：：　P㌧蓼L

㌧▽霧li
÷i訴，躍’1

　　a～n河川名
　　　a．下頃辺川　b．常室川　c．炭山沢
　　　内川　f．オトシベ沢　9。直別川
　　　の沢　i．キナシベツ沢　j．尺別川
　　　音別川　m．和天別川　n。茶路川

　　1～14地名
　　　1．留真　2．幾千世　3．常室　4．浦幌
　　　7．昆布刈石　8．直別　g．厚内　10．音別
　　　本流　13．白糠　14．縫別

　　15～30凡例説明
　　　15．白糠累層　16．厚内累層
　　　層中の貝北石密集帯　19．凝灰角礫岩
　　　21．厚内相　22．常室累層

第3図

　　　Pn
’1κ・

．1バマ：s　l3

10

　d．石井沢　e。厚
h．直別川支流新国道

k．尺別三号沢　1．

o．オコツペ沢

5，上常室6．上厚内
　11．尺別炭砿　12．

　　　　　　　　17．石井沢砂岩層　18，同砂岩
　　　　　　　　　　　20．典型的な直別相
　　　　　　　　23．同累層中の中部砂岩相24．
音別層群以下　25．常室・厚内両累層間の不整合露頭　26．

中新統の貝化石産地　27．地層境界　とくに常室・厚内両累
層間については不整合部　28．地層堺界　常室・厚内両累層
問の整合部　29．地層境界　整合・不整合関係の未確認部

釧路炭田南西部中新統の分布図（断層の大部分は省略してある）

不整合，または整合関係で重なる。常室累層の非分布域

では，大部分の地域では縫別累層上に，一部では茶路累

層，尺別累層上に不整合関係で重なる。この関係は南東

部地域で顕著にみられる。いっぽう上位層との関係につ

いては，南西部・南東部地域では白糠累層に整合，一部

不整合関係でおおわれ，東部地域では阿寒層群によって

不整合関係でおおわれている。

　厚内累層の層厚は地域によってかなり異なり，最大600

～800mに達するが，一部ではわずかに200m程度であ

る。それとともに，岩相の水平的変化が非常にいちじる

しい。

　南西部地域：厚内累層は，大きく，石井沢砂岩層・直

別相・厚内相にわけられる。

　石井沢砂岩層は，常室累層の泥岩相上位に整合あるい
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第3表　常室累層の

地 域

岩 相

産 地

種 名 ＼
丁欝7髭6房α（s。str。）sp．

T（磁観61」α）5－h伽露NOMURA
磁5α1彪郷506n5乞5KOTA阻
撒渉初（7診伽α伽）6z・απαKANNoet
MATSUNO
βπ66物％ηz　n．sp．

Bzκ6乞7zε卿3？sp．

β6厚n4z∬勉露5zご6h露KANEHARA
乃o痂漉ηαo鴛nα吻（YOKOYAMA）
Eo吃アあ6h箆αsp。

Z）6η砲12zεηz　sp．

SoJ6塑α（∠46hα矧κ）渉oh鉱ηα9漉YOKOYAMA
漉乞loπ611αP　sp，

ハ4α泥6面α2n67窺歪5YOKOYAMA

翫6ぬ襯（7伽夢164α）P6nπぬYOKOYAMA
y∂観α（07孟hの70」漉召）5αg露如ηεαYOKOYAMA

yioJ碗α（1てζzJ妙06漉召）sp．

P・吻π伽（P・吻痴6Jlα）≠o勧π卿∫h卿5α斥α乞

　UOZUMI
P．（P。）6ηα6醜KAMADA
P．（E）肋庖雁¢UOZUMI
ハ勉6z♂1αsp．

∠4‘ぬ（7地π6α6ぬ）6κ乞痂αYOKOYA童A

め」蜘躍6hαno∂露6h乞MAKIYAMA
（7≠6no錫65sp。

z4」7痂α？sp。

P7吻磁獅∫伽嬬伽ぎKANEHARA
“05渉76αsp！，

伽6吻伽（（か6」・6α競α）α傭n碗繍OTU鮎
玖（α）cfr。融9露KANEHARA
K（α）sp．

恥α527の乞56磁cON踏D
L％62noη3αo伽ん漉HATAI　et　NlsIYA加IA

36卿639706痂η4泌（BRUGUIERE）
S677ψ85sp．

Mα00η2αα0彫0γ乞θη555NOMURA

ハ4。6α16α脚（GMELIN）

ハ4．9麺∂α（YOKOYAMA）
助∫5認αsp。

P6吻lo窺妙o吻α吻MAKIYAMA
σz6ψ錫α7宛sp，

　　　md一泥岩　　vfもs一微粒砂岩

常室川下流南側

　　　　　　づ
　　　　　　田
℃　　℃　　℃　　　＞、

旨　日　日　陽

　　　　　　　　　　　℃　　　　　の　　　　　　　　　　　　o
　　　　　昭　　　　　　　　唱
　　　　　＞　　　　　　　　　）
℃　　　　℃　　℃　　　　　　　　　℃　　　　　の

g　　e　鋸　　　　　　蜜　　の
　　　　　　　　　　　　　　＞・＞・　　　＞・　＞・　てl　Fご　　＞・　　　℃　　℃

礪　　陽　廟　寮　冒　甥　　旨　日

　　　　　　G　　，Ω
σ》　　o　　　（N　　　σう　　　Qう
ト　　　CQ　　　OD　　　CQ　　　OO
－　　　　7一輔　　　　一　　　　一　　　　甲一輔

　　　　o　　　　㊤　　　・H
寸　　　め　　　ζ⊆）　　o　　　qつ
○○　　　○○　　　OD　　　Oつ　　　○○

一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　一

9
旨　お
一　　　（N

厚　内

℃　　　の

旨撃

×

×

×

×

×

○

×

×

×　　×

×

× ×

×

×　　×

×　　×

×　　×

O

×

Qう　　　αう
ト　　　αう

斜

×

×

○

×

× ×

O　　×

×

×

◎

×

×

麟

懸

×一　まれ　　◎一多い　　sdy　md一砂質泥岩　　css一粗粒砂岩　　○一ふつう　　曝一とくに多い

は不整合関係ぞ重なるもので，棚井（1957，1961）の直

別累層中部層にほぽ相当する。厚さは10mあるいはそれ

以下から最大250mに達し，南西部地域の西部・東部地

区には分布しない。すなわち，常室川付近かから厚内川

をへてキナシベツ川付近まで分布する（第3図）。石井

沢砂岩層は，緑色をおびた泥質細粒ないし中粒砂岩から

なり，諸所に貝化石を含む。とくに比較的上部には顕著

×

な0卿膨廊，Pectinids化石層が存在し，これはかなり

の距離にわたって追跡可能である。石井沢砂岩層が整合

的に重なるところ（同砂岩層分布域の中央部）では，同

層の下半部は泥質の細粒砂岩からなり，上半部に上記の

化石層を含む粗粒部がある。化石多産部では音別層群か

ら由来した泥岩・安山岩円礫が相当量含まれている。明

瞭な不整合部分では，下半の細粒部は欠けており，含化
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厚内累層

南←

古潭 雄別地域

命北．

飽別北方地域

南（一　　　一北

阿寒層群

　　　　　　　　　古第三系
　　　　　　　　　　　約7k爪一一一一一一約8長nL一一約5k院一

匡霧無騒、懇層）圏職麟織騰織園蹴岩難
一不整合

第4図　東部地域北半部の中新統層序断面図（水野・百石，1960にもとづく）
　　　図中の数字は層厚をしめす（単位：m）

がいちじるしく，分層がきわめて困難であるが，大きく

は，直別相と厚内相にわけられる。この分布は，第4図

に示したとおりである。しかし，その両相はかならずし

も明確にはわけられるものでなく，中問相が諸所にあら

われる。

　直別相は，板状の硬質頁岩を主とし，白色凝灰岩・砂

岩などは不規則な互層をつくり，最大厚300mに達する。

模式地は直別川および尺別炭鉱付近である。厚内累層の

干部をしめて，南西部地域の中央部によく発達するが，

その東西両部では著しく貧弱となる。

　厚内相は，珪藻質泥岩・凝灰岩・凝灰質砂岩の不規則

な厚さの互層を主とするが，一部ではほとんど珪藻質泥

岩からなるところもある。模式地は厚内・長布刈石間の

海岸の露頭である。

　南東部地域：音別川以東，白糠付近をへて阿寒南方に

かけての南東部地域では，厚内累層は石井沢砂岩層を欠

き，また，直別相の発達も非常にわるい。最下部に近く

部分的にごくわずかに硬質頁岩をはさむ厚内相からな

る。厚内累層の基底部には部分的に，石井沢砂岩層内の

化石層あるいはそれより多少上位の層準にあたると考え

られる貝化石密集層が分布する。このなかのおもな貝化

石は次のものである注3）。

　5翻雛6勉鋤剃，（洗1鰐5襯αん厩，ハ4伽hψ6伽

　緬窩％7漉，Foπψ66オ6ηn・sp

注3）前記地域の尺別3号沢の厚内累層基底に含まれる貝化石群とほぼ

　　同様な構成を示す。

　なお，この地域では，厚内累層基底には巨礫をともな

う礫岩が顕著に発達することが特徴的である。

　東部地域＝この地域の厚内累層の詳細は水野・百石

（1960），水野ら（1963）によって明らかにされた。第6

図に示すような層序断面をもつ。下部は緑色をおびる安

山岩質凝灰岩，凝灰質砂岩と硬質頁岩によって特徴づけ

られ，その上位の主部は石英安山岩質の凝灰岩，珪藻質

泥岩によって特徴づけられる。従来，それぞれの部分が
　　　　　とのきた
厚内層群の殿来累層・知茶布累層とよばれているが，こ

れらは南西部地域の直別・厚内相に対応するもので，そ

れぞれ，殿来相・知茶布相と今後よぶことにする。

　東部地域の大部分ではこの両相がみとめられるが，地

域南端部（阿寒北西方，チロッペ沢）では，南東部地域

と同様，知茶布相（＝厚内相）だけからなる。

　東部地域では厚内累層は常室累層以下を不整合関係で

おおっている。

　2．4　白糠累層

　白糠累層は，南西部地域および南東部地域の西部にだ

け分布し，東部にはまったく欠けている，棚井（1957，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とうふつ
1961）の白糠累層に一致し，織田ら（1959）の十弗累層を

含む。本累層は厚内累層の上に整合一部不整合関係で重

なり，厚さ350m以上に達する。砂岩・礫岩・凝灰岩を

はさむが，主体をつくるものは塊状の凝灰質砂質泥岩で

ある。風化すると黄色の粉がふき，かつ露頭面にそって

剥理しやすくなる性質をもつ。砂質泥岩は時に小円礫を

含むほか，翫・吻紹ρ襯漁をかなり普遍的に含む。Mの
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3。常室・厚内両累層の野外での関係

　常室・厚内両累層が一部整合，一部不整合の関係にあ

ることを前節でのべた。ここで，層序学的な面から，そ

の関係について検討する。

　3．1南西部地域でのいわゆる直別累層中にみられる

　　　不整合現象

　常室累層は，この地域では，尺別川以東にはみとめら

れない。従来は，常室累層の基底が，尺別川以東の厚内

累層の基底に連続すると考えられていた。今回はじめ

て，尺別川以西の従来の直別累層のなかに数地点で明瞭

な不整合関係が発見された滋）。

　尺別炭砿の南方約1kmの，キナシベツ沢支流の上流

の1地点がその1つである。ここでは，Pl伽29の1お

よび2に示すように，Pl臨ψoη批漁吻を含む縫別累層

の泥岩の上位に，平坦な侵食面を基底として，約70cm

厚の緑色の泥質微粒砂岩　（数mm～1cm径の泥岩角礫

を含む）と，その上位に2m数10cm厚のやや緑色を

おびた暗灰色硬質の板状頁岩が重なる。この上位には，

安山岩亜角礫を含む礫岩が，0．5～1m厚で重なり，こ

れはさらに上方へ，褐色の凝灰質砂岩（約15m厚）・火

山礫凝灰岩・凝灰質砂岩・主として硬質頁岩の層，とつ

づいている。上記の礫岩の基底はきわめて明瞭であり，

かつ，下位の頁岩の層理面を約50cmの深さにきってV・る

のがみとめられる。

　上記地点から約6km南々西の直別川右岸支流（新国

道の沢）の上流では，いわゆる直別累層の中上部は厚さ

300m前後の硬質頁岩からなり，その下位には約50m厚

の安山岩凝灰角礫岩をへだてて凝灰岩・砂岩・板状頁岩

の互層が約50m厚つづく。この砂岩の一部には0砂卿6廊

漉η廊ボ含まれている。互層部の基底約50m厚の範囲に

は，泥岩円礫を多く含む含礫砂岩ないし礫岩が発達す

る。この部分は明瞭な基底面をもって，下位の砂岩とは

明確に画されている。この露頭では，この面をさかいと

して，上位層と下位層とで走向・傾斜がやや異なり，軽

微な斜交不整合関係の存在を推定させる。

　上述の新国道の沢の約3km南方のオトシベ沢の上流

地域では，前述の安山岩凝灰角礫岩の確実な延長である

凝灰角礫岩が存在する。その下位に，約50m厚の硬質頁

岩・砂岩層をへだてて整合的に石井沢砂岩層とよんだ砂

岩が厚く（約100m．厚以上）発達する。その最上部に近

注4）　これは・棚井（1961）がのべているr直別累層の中の暗緑色粗粒
　　砂岩とシルト岩との境には，むしろしばしば認められるもの（凹
　　凸面）」におそらく一致するものと思われる。

く，　0砂夢窺θ廓の密集層がある。石井沢砂岩層は新国道

の沢以東にはまったくみられないものである。この砂岩

の基底はここでは不明である。

　厚内西方の石井沢では，この石井沢砂岩層は厚さ200

m近くであり，その下位には整合的に400m厚近くの常

室累層の泥質層が重なっている。

　炭山川上流，厚内川上流（上厚内）地域でも石井沢砂

岩層が同様に厚く発達し，かつその下位には常室累層が

発達する。ここでは残念ながら，両者の整合・不整合関

係は露頭では不明である。

　浦幌東方の新国道切割では，常室累層の珪藻質岩層の

上位に明瞭な侵食面を基底としてPectinidsおよび丑一

7顔αの化石をともなう20～30cm厚の礫岩を最下部と

する砂岩が発達する。この砂岩は石井沢岩層の相を示す

もので約20mの厚さである。この上位には砂岩・凝灰岩・

硬質頁岩・珪藻質泥岩の不規則な互層が重なっている。

　常室川中下流沿岸地域では，同様に石井沢砂岩層が発

達するが，その層厚は南方から北方へ120～150m厚→40

m厚と漸減する。2，3の地点で，基底部には20～50

cm厚の含貝化石礫岩をともない，かつその基底は明瞭

な侵食面であることが明らかにされた。下位には常室累

層がある。

　幾千世付近では，石井沢砂岩層は発達していない。硬

質頁岩の薄層をはさむ珪藻質泥岩・砂岩・凝灰岩互層（従

来の幾千世累層の下部にあたる）の基底が，明瞭な侵食

面をへだてて板状頁岩層（60m厚）と接する。これの下

位には，砂岩層（20m厚），砂質泥岩層（60m厚），硬質頁

岩層（50m厚），砂岩層（数m厚）がある。板状頁岩層以

下は常室累層に属する。

　以上にのべたことから明らかなように，南西部地域の

いわゆる直別累層のなかには，その中央部では一連整合

の関係があるが，東西両部では不整合現象，少なくとも

侵食現象がみとめられる。そして，観察し得たかぎりで

は，後者の現象がみとめられるところでは，石井沢砂岩

層が薄く発達するにすぎないか，あるいは全く欠除して

いる。いっぽう・同砂岩層が厚く発達しているところで

は侵食現象がみとめられないところがある。

　3．2石井沢砂岩層と不整合現象

　ここで問題となるのは，1）各露頭でみとめられた侵

食現象が，ただ単に粗粒岩相が細粒岩相の上に重なって

いる場合に一般的にみとめられるような侵食現象である

のか，あるいは何らかの意味をもった不整合面であるの

か，ということと，2）前節であつかった地域の東側，

すなわち，尺別炭山付近以東のいわゆる直別累層の基底

が，それ以西の地域の層序断面のどの部分に相当するの
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か，ということである。

　筆者らは，これらの問題に関して，1）不整合面であ

り，2）尺別炭山付近以東のいわゆる直別累層（＝筆者

らの厚内累層）の基底は，その不整合面にほぼ相当す

る，とするが合理的である，と考えている。その際，さ

らに問題となるのは，キナシベツ沢以西の地域で一連整

合の関係にある「直別累層」　（＝筆者らの常室累層と，

石井沢砂岩層を含む厚内累層の下部）の断面ではその不

整合面がどのようにあらわされているか，ということで

ある。

　以下，これらの問題について検討をすすめよう。

　キナシベツ沢上流から南西方オトシベ沢にかけては確

実に追跡される安山岩質凝灰角礫岩層がある。尺別炭山

ではこの層は凝灰質砂岩として追跡される。この層と基

盤の縫別累層との間の垂直的距離は，尺別炭山ではO　m，

キナシベツ沢支流では約15m新国道の沢では約130m，

オトシベ沢では160m以上（縫別累層は露出しなv・）

（以上，第2図参照）となり，南西方にむかって増加す

る傾向にある。前述の侵食面までの距離の点では，キナ

シベツ沢支流では約12～3m，新国道の沢では約50mで

あり，これも南西方にむかって増加の傾向にある。この

際，オトシベ沢では，凝灰角礫岩層の基底から約60mの

距離のところから下方にむかって約100m以上の厚さの

石井沢砂岩層が発達する（最上部に近くσ砂g窺θ廊化石

層を含む）。新国道の沢では侵食面直上の（珍夢規6廊を

含む石井沢砂岩層の相をもつ砂岩がうすく発達する。こ

の砂岩の上限がオトシベ沢の石井沢砂岩層の上限に一致

すると考えてもさしつかえない。

　いっぽう，上記地域の西方，石井川以西には，広く石

井沢砂岩層が発達し，その下位には，泥質物を主とする

常室累層が分布する。

　その西部，常室川沿岸から浦幌にかけての地域では，

前節でのべたように，石井沢砂岩層と常室累層とは侵食

面をもって接し，前者が厚いところでは上部に（珍銑

窺6廊化石層が含まれる。前者がうすい浦幌東方の新国

道の切割では，侵食面直上に化石層がある。

　上記2地域の中間では，石井沢砂岩層が非常に厚く発

達し，一連整合の関係ではその下位に常室累層が横たわ

る。常室累層のなかでは，中部砂岩相が水平的に追跡さ

れ得るが，その上位の上部泥岩相の層厚と凝灰岩薄層に

注目すると，次のようになる。すなわち，厚内川上流か

ら石井沢にかけては，上部泥岩相の層厚は150～160mで

安定し，かつ最上部に近く1枚の白色凝灰岩薄層がはさ

まれる。ところが，浦幌東方の新国道切割では，層厚は

わずか70mとなり，かつ白色凝灰岩薄層は存在しない。

これについては石井沢砂岩層基底の侵食面によって削剥

されているものと考えられる。この中問の地域では石井

沢砂岩層の中部ないし上部に数枚の化石層が存在する。

　以上にのべたことから，次の推論がなりたつ。

　1）石井沢砂岩層が厚く発達するところでは同層の中

部～上部に含化石層（主としてのg膨廊化石層）が存

在する。これらは，厳密には対比不可能としても，おお

よそ一層準を示すものと考えられる。

　2）石井沢砂岩層がうすく発達し，かつ基底に化石が

含まれているようなところでのその基底はおおよそ上記

の化石層の層準に相当する。その際，その基底面は常室

累層の上部を削剥している。直別川支流の新国道の沢，

キナシベツ沢支流では常室累層が，かりにもともとうす

いにせよ，かなりの部分削剰されている可能性が考えら

れる。また，尺別炭山では完全に削剥されていると考え

られる。なお，尺別炭山3号沢および東部地域の和天別

川では縫別累層の直上に含化石砂礫岩層がある。これは

石井沢砂岩層とは岩相が異なるが，含まれる化石はかな

り共通しており，同様に前述の含化石部の層準がオーバ

ーラップしているものと考えられる。

　次に，石井沢砂岩層の垂直的な岩相変化については次

のようなことがみとめられる。すなわち，石井沢で典型

的にみられるように，同砂岩層が厚く発達するところで

は，その下部は泥質の微一細粒砂岩によって特徴づけら

れ，化石多産部より上位（同砂岩層上半部）では岩相は

より粗粒，含礫質，かつ斜層理がいちじるしく発達する

ところもある。化石の組合わせの点からみると，下半の

細粒部は，やや深V・相と思われる（第4表，Loc・277，

279b，280など）そして，上方にむかって浅海相となる

ことがうかがわれる。

　このことは，下半部の細粒部が不整合によってあらわ

されている時間問隙内に堆積し，含化石層部前後の堆積

時期に全体が浅化したことをあらわしているものであろ

う。

　3．3東部地域での常室・厚内両累層の境界にみられ

　　　る不整合関係

　この地域の両層の間の不整合関係についてはすでに，

水野・百石（1960），水野ら（1963）によって詳しくのべ

られている。

　阿寒市街北西方の地域の数地点では，P伽629の3お

よび4に示すような侵食面を基底として，常室累層の泥

岩の上位に，Pectinids化石を含む礫質岩にはじまる厚

内累層が横たわる。個々の露頭においては，この侵食面

が不整合関係を示すことの積極的な資料は得られない。

しかし，この含化石礫質岩は雄別市街付近まで確実に追
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厚
　　　　　　　　　　石井沢砂岩層内

嘉嚇轟㌶纂離≡一・

し．斗㌘艶〃
　　　　　毒無看鞍罐籍型1／

　　　　　　縫別累層
第5図　南酉部地域における厚内・常室両累層の関係模式図

跡され，ここでは，常室累層を欠いて，縫別累層の上に

直接不整合関係で横たわる。

　いっぽう，常室累層の中上部には，泥岩中に白色凝灰

岩の数10cm厚の層がはさまれてV・る。これと厚内累層

基底との層間距離は南部では約80mであるが，その北方

では約35mになる。

　常室累層の主体がほぼ均一な泥質相である点からみ

て，本来はおそらく現在みられる分布範囲よりはさらに

広く堆積したものであり，このことから厚内累層が整合

的に北方ヘオーバーラップしたことは考えられない。こ

れらを考えあわせると，両累層の間は軽微な斜交不整合

関係であり，前述の白色凝灰岩と厚内累層基底との間の

層問距離の減少は削剥によるものと考えられる。なお，

この際，斜交関係によってあらわされる常室累層の傾動

の度合は約3。程度のゆるやかなものである。

　3．4南東部地域の厚内累層の基底の位置

　南東部地域の厚内累層は，常室累層を欠いて古第三系

の上に直接不整合関係で重なる。かつ，ここでは，厚内

累層の下部に多い直別相（東部地域の殿来相）がほとん

ど欠けている。すなわち，厚内相（知茶布相）を主とし

ている。

　しかしながら，既述のように，南西部地域の厚内累層

基底は東部地域にまで追跡可能であり，また直別相が貧

弱とはいうものの，一部の地域では，累層の最下部に硬

質頁岩がはさまれている。東部地域とは直接の連続関係

がない。しかし，東部地域の最南端部（チロッペ沢，知

茶布川上流）では，厚内累層下部の岩相は東部地域に典

型的なもの，というよりはむしろ，南東部地域の岩相に

酷似している。すなわち，殿来相はほとんどみとめられ

ず，知茶布相だけからなる。

　これらのことから，南東部地域の厚内累層の基底は大

体のところ，南西部地域の石井沢岩層上部，および東部

地域の厚内累層の基底に層準的に一致しているものと考

えられる。

　なお，厚内累層が常室累層を欠いて古第三系の上に重

なる場合，接する古第三系はその最上部の縫別累層であ

ることが多い。しかし，南東部地域においては，さらに

その下位の音別層群および浦幌層群（尺別累層）に接し

ている。このことは，厚内累層堆積直前，あるいはすで

に常室累層堆積期からこの地域が隆起傾向にあったこと

を示すもので，構造発達史上興味深い事実である。

　3．5　常室・厚内両累層の境界

　これまでにのべてきたことから，厚内累層の基底は，

とくに常室累層に整合的にうつりかわるところでは，そ

の他のところの基底よりも層準的に下位であり，そして，

前者の地域では，むしろ石井沢砂岩層のなか（中上部）

に境界をひいた方がよいことが結論される。しかしなが

ら，野外で石井沢砂岩層のなかに境界をもとめることは

実際には不可能であるので，整合部に関しては一応石井

沢砂岩層の基底をもって，厚内累層の基底と定義するこ

と1こしたV・。

　上述のまとめとして，常室・厚内両累層の関係を模式

的に示すと，第5図のようになる。

4．古生物の面からの検討

　4，1貝化石群の性格について

　貝化石は，常室累層ではとくにその中上部，厚内累層

ではとくに石井沢砂岩層中上部およびそれに相当する層

準に多産する（第3，4表参照）。両累層の貝化石群につ

いて次のことが指摘される。

　常室累層に関しては，乃77」孟6伽（s・str・）sp・，T5－

　hα擁，漁Jl伽∫π6欄づ5，翫6痂％仰癬α，P・7≠」αη伽

　≠・ん撫μh卿5漁∫，P。んα伽露，％n67∫6α7伽吻5伽歪6一

　η5∫5，Lπ0伽徽α0磁砿Mα6備∬α10αZ昭は全地域を通じ

て，あるいは2地域を通じて多く産出する。その他，1

地域にかぎられるが，そこでは比較的多く産するものは，

磁5α1勿655・8繍，撫伽6ZOαnα，ルfα6・規α吻∂α，P吻」・窺α

クo切徽漉（以上南西部地域）およびyo娩偏αg魏α吻（上
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茶路地域）などである。

　厚内累層に関しては，SoJα耀磁o吻卿誘，C撫剛5

蝕ηα乃α乞，Sαψψ66」6n5ω沸乞∫，κo渉07ψ60渉6π孟ぴ西1勉窺，Do5∫π2α

ん膨hα漉は全分布域を通じて産出する。そのほか，とく

に南西部では，0砂砂膨廊魏π廊，∠nα4α昭α雁o痂，Do5翻α

吻鋸6η5∫5，瀬6766πα吻クー∫伽編，伽5ぬh醜んo規α，Pα卿6

π伽麗耀，乃7襯αhα窺卿5厭伽5歪3は目立つものである。・

また，きわめてまれではあるが，Eo7痂66伽の産出が注

目される。

　常室・厚内両累層の化石群を比較すると，大部分は非

共通種であるが，若干の共通種もある。Mαll6痂，Po7一

ぬπ漉α，丁妙α5癩，ハ∫α60窺σ6α♂6α7舐などである。

　両累層は上記のように化着群の組成を大きく異にして

いる。これは産出岩相という点では，とくに粒度組成と

密接に関連しているので，この相違を即時に両累層の層

序的位置にむすびつけるのは危険である。しかし，次に

のべることから，常室・厚内両累層の化石群は，道東地

域におけるそれぞれ下一中部，中一上部中新統のそれら

を代表しているものと考えられる。

　まず，道東他地域の中新統に含まれる化石群と比較し

よう。

　　　　　　　　かわかみ　釧路炭田西縁部には川上層群とよばれる泥質相を主と

する層がしられてV・る（三谷ほか，1958，1959：井上・

　　　　　　　　　　　　　　　き　ろ　ろ鈴木，19623山口，1966）。その上部の貴老路層には，

第3表に付記したように，Tπ77∫≠6伽（s・str・）sp・瓦観6α

　6Z・αnα，ル観伽伽痂3，翫・痂nα仰η晦1協乞α

　5α9漁吻Po物n伽≠oん撫9α乞h卿5α編，伽6吻7伽

　α伽伽勉晦加0吻窺α0撚砿孤α60規α吻伽など常室累

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に層との共通種を産する。一川上層群は上位から貴老路・仁
しよう

生・本別沢の3層にわけられるが，これら全体が常室累

層に対比されることはほぼ確認されている（山口・佐藤，

1966）。

　その北方のいわゆる北見地域では，川上層群に水平的

連続する地層は津別層群とよばれる。両者のその層序学

的関係については，山口（1966）によって明確にされ

た。津別層群の泥質部には，上掲の貴老路層や常室累層

との共通種が多量に含まれている（山口・沢村，1965：

山口・佐藤，1966）。なお，津別層群の層序は全体として

は川上層群のものと酷似してV・る（山口，1966）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　いっぽう，サロマ湖付近，北見市付近にはそれぞれ知
らい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あい　　ない

来層（HAsHIMoTo＆KANNo，1958），相の内層（UozuMI

et　aL，1966）としてしられる含化石層先第三系の基盤上

に分布する。この両化石群は構成種の点で互によく類似

するものであり，かつ産出層位も同様で，硬質頁岩層の

下にある。津別層群との層序関係は不明であるが，硬質

第5表峠下層産の貝化石

乃77翻1α卿5∫・IDA
σ7ψ耐z房αsp．

・F励吻η07690陀6n5づ5

ハ吻渉z6n6ごz？sp．

yoJ漉αno励薦5YOKOYAMA
∠鰯α7α伽6ぬ（YOKOYAMA）
跡o読olz占5sp．

Mizuhopecten渉og65h露θ繍（AKIYAMA）
Pectinida，e，gen。et　sp。undet
Z：）ψlo40n孟ごz　sp，

L％伽窺αα6翻づn6伽（CONRAD）
α乞η・6α74伽5h乞ψη56（YOKOYAMA）

S677ψ63cff．ノ吻励6η5づ5（YOKOYAMA）

S67吻85no励痂3（SOWERBY）
1）0語漉α6勿膨η認5H：ATAI　et　NISHIYAMA

翫伽伽c丘．・o窺規・4α（YoKoYAMA）

勘翻1αC丘．ん醜ん・常α（NOMURへ）

．P670n乞伽C丘。ρ70」o∂6π％105α（NOMURへ）

Mα60窩αρ麺∂α（YOKOYAMA）
M．oα」6α76α（GM肌IN）

SoJ6ηsp．

Pαno剛αc丘．2zπ規o　NoMuRA　et　HATAI

めα伽6吻傭（B6HM）

　　　（大和田駅南方約700mの留雨川河崖産：
　　　採集，水野篤行同定）

　　多
　　稀
　　稀
　　稀
　　稀
　　稀
　　稀
　　多
　　多
　　稀
　　多
　　多
　　少
　　多
　　多
　　稀
　　稀
　　稀
　　稀
　　少
　　稀
　　稀
　　多
秦光男・山口昇一・

頁岩層（能取層相当層）は津別層群の上位に不整合関係で

重なる美都層に対比されるものと思われる（山口・佐藤，

1966）。知来層には7（珍砂耀7」5¢46n廊，ChJα耀話αη6hα吻，

M加鯉θ6伽5α7・解6n525，Pα伽ψ6伽窺α勲・7づ6π5露，36卿63

迦吻θη廊，乃77∫」6伽C丘妙副・，C76n6JJ雄・1η御6n5∫5などが含

まれ注5），相の内層にはChl硯v5肋n8加7厩，Pα痂ψ6惚π

解α翻・7傭∫5，P吻ガ威θαhα7吻鴫86卿65ノ勿吻6繍，

σぬ剛話傭hα7砿3ω卵ψ6・醜鋤舜∫などが含まれる注6）。

　以上のような化石群の構成は厚内累層下部のそれにき

わめて類似するものであり，さらに，含化石層の分布発

達状況は釧路炭田南東部地域でのそれに類似性を示して

いる点で興味深い。

　北海道中央部には，滝の上階の滝の上動物群と稚内階

の峠下動物群がしられてV’る（UOZUMI，1962）。後者は厚

内一峠下動物群とよばれているように，厚内累層のものと

非常に共通性が大きい。第5表は峠下層中の1露頭から

採取された貝化石を示したものである。

　層準的に両者の中間に位置するものとして，築別動物

群がしられている（KANNo＆MATsuNo，1960）。このなか

1こは，y61漉απo彪621乞5，Fo7≠ψ66≠6π？sp，，妬676θnα72ごZクー露zzδんα¢，

P676n錫昭か窺α虹規0醜，ル毎601nαψ渉20α，めα昭n6⑳7窺∫5，など

が含まれる。全体として厚内累層下部のものと多少の類

似性がみとめられ，また，とくに，Fo7痂66娩？sp，の産

注5）HAsIMoTo＆KANNo（1958）および筆者らの手許の資料によ
　　る。
注6）UozuMI　et　a1。（1966）および筆者らの手許の資料による。
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出は興味深い。V・っぽう，KANNo＆MATsuNo（1960）が

示したリストによれば，築別動物群の下位には滝の上動
　　　　　　さんけべつ
物群と同時代の三毛別動物群がしられている。この動物

群の構成は全体として常室累層中のものに非常によくに

ている。

　東北地方においては，青木（1960）は同氏の白鳥川階と

馬淵川階との問で化石群の組成に大きなちがいがあるこ

とをのべており，鎮西（1963）も同様な化石群の時代的

変遷がみとめられることを明らかにした。厚内累層下部

の化石群には，0卿耀職σ7｛吻血1α，β臨∫n伽勧ノα顧，’

オ編α解，ChJ吻25，κo」07‘ψ66娩勿捌冨窺，Do5乞吻，ル名θ766腓

吻，5跳漁，めα，丑縦毎などの種のように，馬淵川階

あるいは本州の他地域で同層準の層に特徴的に多産する

ものが多く含まれる。いっぽう，常室累層には，白鳥川

階，とくに常盤炭田の湯長谷層群中部の化石群に共通な

いし類似のものが多くみとめられる。これらは馬淵川階

にはほとんどみとめられないものである。

　以上のことを総合すると次のように結論される。常室

・厚内両累層の化石群は偶然的に異なるものではない。

むしろ，それぞれの地質時代におけるさらに広域的な化

石群の相違を反映するものである。厚内累層下部の化石

群は知来層や相の内層のそれに時代的に対応し，また常

室累層のものは川上層群や津別層群のものに時代的に対

応する。さらに，それは三毛別動物群あるいは白鳥川階

の動物群にも時代的に対応する。北海道中央部のものと

比較した場合に，厚内累層下部の化石群が峠下動物群に

相当するか，築別動物群に相当するかの問題については

現在のところ明確な結論が得られない。暫定的に，少な

くとも滝ノ上一三毛別層準よりは若く，築別動物群一峠

下動物群にまたがる時代に位置するものと考えておく。

　4．2有孔虫化石群と珪藻化石群

　有孔虫化石群：内尾（1962）によれば，雄別南方の常

室累層には，個体数は少ないが，Mα7伽・渉乞6伽sp。，助レ

70瑠窺o伽61」碗o噸765sα，且ψ妙h7α9窺・漉5P　sp・が含まれ

る。また，同地域での厚内累層下部には，有孔虫が種類

・個体ともに多く，　U∂∫g67伽sp，，Ro渉α伽ク％6副6n鋸，

Bol吻乞nα　sp．，Cα∬堀π露ηα　sp。，　OJoゐoわπ1勿zゴπα　sp。，　ハ石01z∫oη

Po吻1観砺が含まれている。

　南西部地域で筆者らが採取した試料に関する内尾の検

討結果によれば（私信），常室累層には有孔虫化石が少な

くンわずかに，砿α7痂・翻偏（かぬ窺雁ηαほか少数の砂質

有孔虫が含まれるだけである。いっぽう，石井沢砂岩層

には・R伽伽鋼6碗餌∫5ほか，雄別地域の同累層下部との

共通種が多く含まれている。

　内尾（1962）は，雄別地域での検討の結果から，両累

　第6表　珪藻化石群の特徴種（沢村による）

C群Dθ漉6吻肋雁s6hα痂α，乃α1α55Jo5癩zα66伽α6，

　　T％5薦6h6漉を特徴種とする。
B群　∠甚6あπoり76」鉱5∫ng6π3，Go56づno漉56μ561θ9αn3，jDθη痂4」α

　　1α吻，．D。h鉱5孟64痂，S渉ψhαη吻廊56h6π観を特徴

　　種とする。
：B3 7ゐα」α55づo語7αSPP

　A群
　　A3　瀬βlo5加97αn冨1α如

　　A2　κゑ556漉Jlα6碗nα

　　Alb　B嘱枷ψh彪側7珈

　　Alaσ050∫ηo廊6蹉5窺α79∫ηα薦

層が川端階，

K乞55吻2θ伽o説襯，研4ぬψ励sp．を特徴種とする

各群の

多産種

　　　　　とくにその中下部に対比される可能性を指

摘しており，前記の貝化石群の立場からの結論とは若干

異なっている。

　珪藻化石群：沢村・山口（1961，1963）によれば，北

見地域の中新統中の珪藻化石群について，大きくA，B

両群にわけられる。A群は津別層群を特徴ずけるもので

あり，さらに小さな特徴によって，Ala，Alb，A2，A3群に

わけられる。B群はその上位の上里層群を特徴ずけるも

のであり，これもB、，B2，B3群に細分される。A群とB

群の差は海洋条件の大きな変化によるものと考えられ，

中新統2分の規準としてきわめて有効と考えて誤りない

（沢村・山口，1963）。沢村（1963）によれば，東北は

東から北海道にかけて多くの地域で，このような珪藻化

石群の時代的変遷がみとめられる。

　釧路炭田地域で筆者の得た試料についての検討結果

（沢村，1965）によれば，ここでも上記と同様な変遷が

みとめられている。すなわち，常室累層にはA群が含ま

れ，厚内累層・白糠累層からはそれぞれB、，B2群が発

見されている。また，新しくB。群とよぶべきものが，

石井沢砂岩層下半部から見出された注7）。また，鮮新統

の阿寒層群からはc群が新しく識別された。

　以上にのべたように，有孔虫化石群については若干の

問題が残されているが，珪藻化石群の層位的産出状況・

変遷の状況は，貝化石群のそれときわめて類似するもの

があり，前節でのべた結論をうらづけるものである。

5．中新統に関係した若干の問題

5．1オコッペ沢から産した　1）es腕08ε拶肱s　c凱

　　椛痂07の層準について

NAGAO（1937）によってオコッペ沢上流から記載され

注7）これらの産出層準については，第2図に付記してある。
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たD6鋤05砂伽C£吻π07については層準が不明であった。

湊ほか（1957）はこの問題につV・ての議論を行ない，そ

の産出層準をr上部漸新統音別層群，しかも硬質頁岩層

（直別層）」ではないかと推定している。この「硬質頁

岩層」は地質図の比較からみれば，筆者らの常室累層の

一部にあたるものである。

　同氏らの推論の前提の1つは「その産出層準を厚内層

群（＝筆者らの厚内累層）と考えると注8），　この地域に

おいてのみ，小型の．D翻05夢伽痂η07が大型のD，痂7の

ゐ撚よりも上位の層準に産することになって，極めて無

理な考えといわざるを得ない」ことにあった。しかしな

がら，最近，UozuMI　et　aL，（1966）は，先述の北見の相

の内層から，厚内累層下部の化石群に類似の化石群とと

もに1）翻05砂傭C£痂η07の産出を報告している。オコ

ッペ沢には厚内累層の下部が分布すること，また，石井

沢砂岩層の貝化石は明らかに二次堆積をした産状を示

し，1）85窺05砂1鰐C£痂no7の化石もこのようなところに

期待されやすいこと，などを考えあわせると，この．Z）を

鋤05妙傭の化石の産出層準としてもっとも可能性の大き

いのは，石井沢砂岩層である。

　5．2　白糠累層の上限の問題

　厚内累層とその上位層との関係については地域によっ

て異なっている。すなわち，東部地域では，白糠累層を

欠いて，阿寒層群が不整合関係で横たわる。いっぽう，

南東部地域から南西部地域にかけては，厚内累層の上に

整合，一部不整合関係で白糠累層が横たわる。このよう

な関係に加えて，阿寒層群下半部の岩相の白糠累層への

類似性から，水野ほか（1963）は，両者の対比の可能性

をのべた。しかしながら，その後の山口の浦幌南西方十

勝川西方地域での検討によれば，白糠累層の上位に整合

的に阿寒層群に特徴的に含まれるF・7痂6漉η磁θhα5競化

石層が重なり（棚井・山口，1965），この層準を北方に追

跡すると，幾千世北西方で，白糠累層以下の層準を斜交

不整合関係におおうようになる。また，沢村（1965）の

検討結果ではさきにものべたように白糠累層，阿寒層群

の珪藻化石群はそれぞれ特徴的なものであり，この点か

らも，白糠・阿寒両層準の時代的なちがいがうらずけら

れる。

　これらのことから，すでに棚井・山口（1965）がのべ

ているように，両者は明確に垂直的な関係にあるもので

ある。しかしながら，とくに白糠累層堆積後期からその

後にかけておこなわれた釧路炭田地域の大きな地域差の

注8）オコッペ沢には厚内層群だけが分布する。同氏らは，産地が5万
　　分の1地形図のオコッペ沢ではなく，丁度上厚内駅から3km南
　　方の無名沢ではないかと推定した。

ある構造運動の性格の問題があらためて提起される。こ

の点につV・ては佐藤（1967）が若干ふれているが，さら

に今後のくわしい検討が必要である。

　5．3構造発達史上の問題

　常室累層・厚内累層はそれぞれ，岩相，分布を大きく

異にするものであり，また両者の境界の性格などから

も，構造発達史，あるいは古地理変遷上の間題が提起さ

れる。

　常室累層に関しては，炭田西縁部から北見地方にかけ

て，同時代の堆積物が，ほぼ同様な岩相・層序をもって

厚く分布する。釧路炭田地域では，全体としては上記地

域よりはうすいが，そのなかでも，東部から南東部にか

けてはさらにうすい傾向がある。これらのことから，常

室累層は厚内累層にくらべればはるかに安定した堆積状

態を示すが，より広域的にみれば，北見地域から釧路炭

田地域にかけての，当時の沈降盆地の，中心をはずれ，

むしろその縁辺部の位置をしめていたのではないかと推

定される。

　厚内累層堆積時には，この沈降域は明らかに分化し

た。この分化が道東全域でどのような位置をしめるもの

かについては，今後検討を要する問題である。

6．総　　括

　釧路炭田の中新統（厚内層群）は，下位から，常室・

厚内・白糖3累層にわけられる。従来一般に直別累層の

名称が用いられてきたが，模式地の‘‘直別累層”は厚内

累層の下部の硬質頁岩を主とする相である。この相を今

後直別相とよぶことにする。常室累層は硬質頁岩・泥岩

・砂岩からなる。厚内累層は硬質頁岩・砂岩・珪藻質泥

岩・凝灰質岩などからなり，岩相・層厚の水平的変化が

非常にいちじるしい。南西部地域で硬質頁岩を主とする

相（下部に多い）を直別相，珪藻質泥岩・凝灰質岩を主

とする相を厚内相（上部に多い）とよぶ。東部地域でそ

れらに相当するものが，それぞれ，殿来相・知茶布相で

ある。白糖累層は砂質泥岩からなる。常室・厚内両累層

間は大部分不整合，一部整合関係にある。後者は古第三

系の上にもオーバーラップする。整合関係にある地域で

はその境界部の直上に石井沢砂岩層とよぶ砂岩が厚く発

達するが，他地域で厚内累層が常室累層および下位の古

第三系を不整合関係でおおう場合には，この石井沢砂岩

層の上ないし最上部の層準が下位の地層に接する。

　貝化石群の検討結果では，常室累層はいわゆる滝の上

層準に属し，いっぽう厚内累層の少なくとも下部は，築

別一峠下層準であると考えられる。珪藻化石群もこの結

論をうらずけている。
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　常室累層の層準は釧路炭田から北見地域にかけて広く

道東地方にひろがり，安定した層相を示す。いっぽう厚

内累層は，その後に堆積盆地が分化した時代の堆積物で

ある。最後に，オコッペ沢の．Z）65窺吻傭C£擁η07の層

準に関して若干の考察を行なった。

　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和44年8月稿）
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　　　　　　厚　内　層　の　化　石

∠4照4α7ααηz翻」α（YokbYAMA）

翫66JJ傭h麗UOZUMI（MS。）

Z）05乞痂吻獅5乞5HATAI

助翻1αん癬んo規α（NOMURA）

PO7ぬη痂んα雇痂乞UOZUMI

1）05翻αんαn6hα擁YOKOYAMA

Bπ662綴窺cfLん砂α規α2YOKOYAMA

Fo7擁）66渉θηn．sp．

Solα飛6nオoη⑦勿α6n豆5NoMuRA　et　HATAI

の卿酪劾翻KANNO

ハ4α5z64角ク66孟61z　sp．

κo∫07ψ66孟6ηn。sp。

MαJl6ぬ伽7痂5（YOKOYAMA）

κo♂07ψ60勉勿襯乞餓（YOKOYAMA）

ChJα脚5cf士。如π盈α歪AKIYAMA

×0．9

×1．2

×1．1

×1

×1

×0．95

×1

×0，4

×1

×1．2

×0。8

×1

×1

×0．8

×0．7

石井沢

石井沢

石井沢

石井沢

古潭南方

石井沢

炭山沢

和天別川

炭山沢

石井沢

シュンクシタカラ川支流

常室川支流

上厚内

石井沢

和天別川



繊

鑛鞭

　　　　　　　　　　鰺　　嚢
　　　謙　難難　　幾畷

　　　　　　麟灘鞍、

z嘩躍　蕃欝

ε1

伽
難熱

雛

　　　　　　　　　　　　　灘

糠羅

8　　　・．辮　　　、、、1．、　　　　　麗騨∠

　　　　　　　，擁欝　　雛
　　　　　　　　　　職灘　夢

　　　麟灘蟻難
　　灘欝灘灘灘懸

　　盤　　　　　箋
　　　謙灘 麟　畿　識

醗籔灘，鎌
繊

88卿1♂

麹簸，難，

畷簿灘

態
、

鱗鞭

　　薮

織．．騰　

・　齢鷲欝・

　灘雛窪門1

葦嚢鍛6

　　　　撫　

　　　　羅撫

織灘欝
　　驚藁．麟曾

08フ勿‘吻吻ゾ’伽ηS・フ090フノη8



Plate29

各層の関係を示す露頭
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Fig．1

Fig．2

Fig。3

Fig．4

尺別炭山の南方，キナシベツ川上流にお

ける縫別・常室・厚内3累層間の関係を

示す露頭

　A　縫別累層　B　常室累層　C　厚
　内累層最下部

同上露頭，常室・厚内両累層の境界部，

記号は上図に同じ

雄別・阿寒市街間，シュンクシタカラ川

下流の支流における常室（布伏内）・厚

内両累層間の関係を示す。位置について

は，水野篤行ら（1963），　第7図（D地

点）参照

　A　常室累層　B　厚内累層最下部

同上，露頭全景

U……不整合面
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